	開催セミナー

	第70回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2019年8月18日 (日)

　　13:30～16:30
	場　所
	大阪市総合生涯学習センター

大阪駅前第２ビル５階

	講演者
	農業生産法人（株）Teams代表取締役　新免 将氏

	タイトル
	「アグリビジネスの展開による地域振興」　新免 将氏

	内　容
	1970年豊岡市日高町生まれの新免氏は、2003年叔父さんから建設会社（巴建設）を承継した後、地元の活性化を目指し209年農業生産法人（株）Teamsを設立。
「農業と地域は共存しなければならない」ということで取組を紹介いただきました。
6次産業化が難しいのは、生産者が加工して販売する事に専任できない為であると考え、2014年、（株）Teamsクリエイトを設立し、製販を分離。2015年、（株）アグリイノベーターズを設立。巴建設といった建設部門・協力農家・但馬地域経済活性化推進機構や兵庫県県立大学や兵庫県や豊岡市とも連携し、但馬地域ソーシャルビジネスネットワークを作られています。
現在、十数社の飲食店の栽培委託を受託。契約者と協働で農産加工品・超希少野菜の西洋野菜を開発。例えば、エディブルフラワー（食用花）を鍋料理にする提案等、飲食店と生産者それぞれの観点でお互いのアイデア・要望を出し合う良い関係を築かれています。価格帯は松竹梅と分け、ブランド化。アッパー顧客をターゲットにしたものは「一八農園」というブランドで2018年から展開しています。
また、調理師の研修の受け入れ、農村塾のＴＶ番組とのコラボや、旅行会社と連携し、6次産業＋観光（9次産業といわれる）も行なっています。
兵庫県とＯ社との三者連携協定を結び、Ｏ社が、大阪市内に展開する但馬食材を使った飲食店への商品供給と地域ＰＲを担当。さらに、但馬産品ブランド化委員会を設立。但馬食材専門販売サイト「タジマ本舗」を開店。但馬地域・産品のブランド化により地域の魅力を向上させ、地域と一体となった取組をされています。

	講演者
	上水農園代表、ＦＢ農業者倶楽部創設者　上水 広志氏

	タイトル
	「分断から共有と連携へ」

	内　容
	1957年宮崎県生まれの上水氏は、フェイスブック（以下、ＦＢ）農業者倶楽部を創設された方です。2012年7月に開設。2019年7月現在で8399人登録されています。参加者は、農業従事者・新規就農予定者が6700名（80%）、農業関連の専門的知識を有するアドバイザー1700名です。目的は、情報の共有・仲間の交流・情報発信になります。
イベントとして、オフ会や百姓川柳コンクール・農水省へレポート提出・農水省訪問団「日本農業希望の翼」結成などを行なってきました。
2014年、農業者の支援プラットフォームを組織化しようと、任意団体 日本農業倶楽部を創設。2019年、一般社団法人 日本農業者ビジネスネットワーク（ＪＦＢＮ）を設立。
ＦＢ農業者倶楽部の農業者のネットワーク構築により、誰でも情報を共有し連携できるようにし、日本の食と農の未来のために設立したＪＦＢＮ。今では自律分散協調型組織として、上水さん個人の手を離れ、共創し自走するコミュニティとなっています。
「自助から共助へ そして公助」というお話をいただきました。

	文責
	田麥　隆


